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風
俗
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衣
食
佳
な
ど
（
三
）
倭
と
の
交
渉
、
つ
ぎ
に
こ
れ
ら
に
つ
い
ザ
、
そ
の
H
本
観
の
要
点
を
略
述
し
よ
う
。
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（
一
）
帯
方
郡
よ
り
の
行
程
と
諸
國
と
の
関
係
を
比
定
し
表
示
し
て
み
る
と
つ
ぎ
の
ご
と
ぐ
な
る
。
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要
欝
灘
劉
）
露
盆
鳳
鳶
（
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琶
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翻
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灘
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懸
騙
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周
防
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鷺
甫
邪
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饗
九
州
詮
駕
畿
畷
撫
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論
噸
翻
難
行
）
　
　
　
．
　
最
後
の
不
彌
國
以
F
の
三
國
が
九
州
、
大
和
両
説
の
わ
か
れ
る
点
で
あ
る
が
、
い
ま
は
そ
の
異
同
を
問
題
と
せ
す
、
た
だ
私
と
し
て
は
や
は
り
九
州
論
を
と
り
、
邪
馬
台
は
筑
後
山
門
で
あ
ろ
う
こ
と
だ
け
を
の
べ
る
に
と
ど
め
て
お
く
。
そ
れ
に
し
て
も
白
鳥
、
内
藤
両
博
士
の
九
州
、
大
和
説
は
東
西
学
界
の
代
表
的
見
解
と
も
な
り
、
両
論
を
め
ぐ
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る
こ
こ
だ
く
の
論
雫
は
こ
ん
に
ち
も
な
お
定
読
を
み
な
い
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諸
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も
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の
は
お
そ
ら
く
な
い
で
あ
ろ
う
　
（
丙
藤
虎
次
郎
「
卑
彌
呼
考
」
藝
文
一
ノ
ニ
・
三
・
四
、
白
灘
灘
囎
…
諜
獅
國
　
難
謡
羅
鶴
跳
蹉
の
隔
難
諜
繍
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欄
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謡
い
響
－
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蛭
襲
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南
水
行
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と
さ
れ
た
・
帯
方
郡
吉
邪
馬
台
國
に
い
た
箪
数
と
粒
に
つ
い
て
新
饗
を
発
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表
さ
れ
た
。
ま
え
に
し
る
し
た
里
程
記
事
と
比
較
に
便
す
る
た
め
、
そ
の
結
論
を
表
構
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皐
　
　
示
し
墓
か
う
（
榎
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の
方
位
に
つ
い
て
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さ
て
倭
人
傳
に
は
ま
え
の
対
馬
以
下
の
八
國
の
ほ
か
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
二
十
二
國
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
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つ
い
で
倭
王
珍
（
甫
）
が
、
　
　
　
　
　
暫
（
轟
ω
刈
）
の
安
東
將
軍
、
同
二
十
八
年
（
ホ
一
）
の
安
東
大
將
軍
、
　
　
　
　
　
　
，
七
（
．
六
激
．
五
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（
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こ
れ
を
わ
が
第
＋
五
代
怨
紳
天
皇
よ
り
第
二
十
一
代
雄
略
天
皇
ま
で
の
（
B
）
の
系
図
に
あ
て
ほ
め
て
み
よ
う
。
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は
問
題
が
あ
る
か
ら
あ
と
ま
わ
し
と
し
、
珍
（
彌
）
は
反
正
天
旦
の
い
み
な
瑞
歯
別
の
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、
済
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恭
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皇
の
い
み
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ぎ
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の
さ
、
も
し
く
は
履
巾
天
皇
の
い
み
な
去
來
・
穗
別
（
い
ざ
ほ
わ
け
）
の
ざ
の
膏
を
う
つ
し
た
も
の
と
考
え
蜜
え
は
那
珂
通
世
博
士
、
あ
と
は
松
下
見
林
の
読
で
あ
る
が
、
仁
徳
天
皇
の
な
が
い
治
世
に
く
ら
べ
、
履
中
天
皇
は
在
位
わ
す
か
一
ハ
年
で
あ
つ
た
か
ら
、
あ
る
い
は
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